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書評

　ああ，またですか。抗菌薬の選

択が議論にもならずスルーされて

いくのをみて，僕はため息をつき

ます。しかも，よりによってカテー

テルをそのまま残しておいていた

だいているなんて，培養はどう

なっているのでしょうか？　もう

提出済みですか？　しかも，その

サンプルは 2 セットともカテー

テルから取ったから問題ない？　

いやあ，感激です。これで緑膿菌

が出たらコンタミでも何でも治療

を開始できますね。え，もうメロ

ペネムが使われている？　それは

もう神の一手ですね。文字通りい

うことは何もありません。

　臨床感染症というのはもっとい

ろんな科の先生が知っていてもい

いのではないかと思います。その

上で身近な疑問に答えていただけ

るエキスパートがいてくれるとあ

りがたいのですが，そんなぜいた

くは望んではいけませんよね。か

といって成書を読んでもきめ細か

いところがわかりません。分量も

多いし，別にわかっていることを

全部書いてくれなくてもいいので

すよ。培養の取り方とカテ抜去の

タイミング，そこが知りたいので

す。

　そんな時に IDATEN 講師陣が

セミナーを開いてくださいまし

た。いいですね。症例から始まっ

て，ポイントを時系列に沿って順

番に丁寧に押さえてくれました。

あと，ガイドラインに根ざした方

針を示しながら，「ここから先は，

エビデンスはないけれども僕らは

こうしています」と，しっかり線

を引いてくれることがとてもあり

がたかったです。講義を本にまと

めるにあたってはかなり苦労が

あったと思うのですが，ポイント

ごとにブロックを作ってくださっ

ていますね。これは CHART 式と

いうのですか？　僕のようなせっ

かちな循環器内科医にこのような

フォーマットは大変ありがたいで

す。

　基本的にこの本は臨床感染症を

身近に捉えるというコンセプト

を，ふんだんにスペースを使って

伝えてくれるぜいたくなテキスト

なのだと勝手に思っています。い

いじゃないですか，別に循環器内

科医や外科医が感染症に興味を

持っても。心臓や傷口がよくなっ

ても患者さんがよくなってくれな

くては困りますからね。
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